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後
鼻
裡
「
鼻
水
が
喉
編
れ
成
人
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に

反
応
し
や
す
い
場
所
と
な
り
ま

N
イ
白
、
、
こ

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や

す
。

郷
上
咽
甕
倉
ど
が

呼
吸
で
取
り
入
れ
た
空
気
は
必

0
 
レ
レ
゛
 
1
性
由
 
j

ず
上
盟
を
通
過
し
ま
す
。
上
咽

は
水
様
性
の
後
鼻
雫
、
副
鼻
腔
憂
は
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
疑
、

炎
と
上
咽
頭
炎
は
粘
性
の
後
鼻
漏
ア
レ
ル
ギ
ー
や
疲
裳
ス
ト
レ
ス
、

で
す
。
今
回
の
相
雫
は
真
鼻
科
気
温
や
湿
度
の
変
化
な
ど
で
起
こ

で
検
査
し
て
亘
爾
が
な
い
」
と
り
ま
す
。
後
鼻
漏
や
た
~
喉
の

f一
冨
.器1

言
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ぱ
、
上
盟

炎
が
疑
わ
れ
ま
す
。

上
咽
頭
炎
は
鼻
の
一
番
奥
で
、

鼻
と
咽
頭
の
境
界
部
分
「
上
咽
頭
」

に
起
こ
る
炎
症
で
す
。
り
ン
パ
組へん

織
の
上
咽
頭
は
小
児
期
に
咽
頭
肩

と
う

ヲ
デ
ノ
イ
ド
)
で
属
木
防

御
の
場
所
」
と
し
て
働
き
ま
す
が
、

た
ん
な
ど
長
引
け
ば
再
受
診
を

ド
剤
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、

原
因
が
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
、
空
調

変
化
、
樫
炎
症
の
場
合
は
、
鼻

洗
浄
(
鼻
う
が
い
)
や
羨
を

上
咽
頭
に
直
接
擦
り
つ
け
る
「
E

A
T
治
療
(
上
咽
鴇
過
治
療
)
」

を
行
い
ま
す
。

E
A
T
治
療
は
一
般
的
治
療
で

は
な
く
、
国
内
で
も
一
部
の
真
鼻

科
し
か
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 
1
9

6
0
え
に
始
ま
り
、
ー
%
の
塩

化
亜
鉛
水
渡
を
上
咽
頭
に
擦
り

つ
け
ま
す
。
効
果
は
症
状
に
ょ
り

差
が
あ
り
ま
す
が
、
約
和
%
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

上
咽
嬰
は
保
化
す
る
と
、

全
身
の
離
れ
た
場
所
に
炎
症
を
引

痛
み
頭
痛
、
全
身
の
俗
蠢
と

い
っ
た
症
状
が
出
ま
す
。

訊
断
に
は
内
視
鏡
検
査
が
必
要

で
す
が
、
特
殊
光
を
使
っ
た
内
視

祭
あ
れ
諺
断
は
容
易
で
す
。

治
療
法
と
し
て
は
原
因
慧
染

や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
ょ
る
色
鴛
症

の
場
貪
抗
生
物
質
や
ス
テ
ロ
イ

き
起
こ
す
自
己
免
疫
疾
患
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肩
桃
病
巣
感

染
症
と
い
い
、
 
1
宮
絵
是
関

節
り
ウ
マ
美
讐
鷺
冠
症
が

含
ま
れ
ま
す
。
後
白
罷
た
ん
が

長
引
く
場
合
は
再
度
亘
鼻
科
で

髪
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

盆
届
県
医
師
会
、
最
上
朗
・
姫

路
市
最
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

け
ん
た
い

神戸新聞社令和ク年 j" 40 (日)

喉に鼻水が下りてたんのようになるため、

真鼻科で検査してもらいました。「悪いとこ
こう び う

ろはない』とのことでしたが、「後鼻漏」と

いう病気があるのを知って、長是っています。

どのような病気でしょうか?有効な薬や治

療法はあるのでしょうか。(84歳、女性)

リ^、ξ乏〔」・
ま1警に症

あ副を病る

朝刊


